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（光源300W Xe ランプ，Hoya L－42λ＞420nm）照射下で行い，気相
成分は GC－TCD，液相成分は IC で分析した．
3．結果と考察
図4－a に水熱合成によって作製した Sn3O4の X 線回折図形を示す．
X 線回折図形には Sn3O4構造（JCPDS 016－0737）に帰属されるピー
クが明確に観察されるがそれ以外には，炭化水素や塩化物などの不
純物に相当するピークは観察されなかったことから，得られた試料
は Sn3O4の単相であることを確認した．図4－b に作製した Sn3O4試料






















Sn3O4の元素比であることが分かった．また，Sn と O の元素マッピ




Glycerin から水素発生を確認した．tert－butanol 及び Glycerin からは，
犠牲剤として多用されている Methanol よりも多くの水素生成量を
確認した．また，Ethanol や Propanol 及び Butanol の各異性体にお
いて CO2が観察されたことから，これらの一部は完全酸化まで進行
していると考えられる．
Methanol の酸化反応経路を検討するため Methanol 及びその酸化
反応中間体である CH2O，HCOOH 各溶液を用いて同条件での反応
を行い，気相及び液相における生成物の定量を行った（図7及び表
1）．反応前の2.5M メタノール水溶液を GC－FID により調べたとこ
ろ，メタノール以外のピークは検出されなかった．また，反応後の
図4　 作製した Sn3O4試料のキャラクタリゼーション：（a）X 線回析
図形，（b）UV－Vis 拡散反射スペクトル，（c）走査型電子顕微鏡
像，（d）透過型電子顕微鏡像
図5　作製した Sn3O4試料の STEM－EDS による元素マッピング像
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く，h＋が純水と反応し，OH ラジカルを形成し，その OH ラジカル
がメタノールと反応して分解しているためと考えられる．
Sn3O4光触媒のメタノール50vol ％における触媒耐久試験結果を図





Fig. 6.  Hydrogen production from aqueous solution in the presence of 
various alcohols over Sn3O4 under visible light irradiation （λ＞
420nm): (a)Methanol, (b)Ethanol, (c)1－propanol, (d)2－propanol, (e)1




Table 1  Reaction products measured after visible light irradiation (λ
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図8　 Sn3O4試料における可視光照射下水素生成反応におけるメタ
ノール濃度依存性
図9　 Sn3O4試料における50vol ％メタノール水溶液からの可視光照
射下水素生成反応における経時変化
